
私の人社 した昭和の終 りに比べ、 時代は変わっ た。 当時は 、

日本経済も右肩上が りで、 電気が足 りない 、 発電所を建設 しな

ければな らない時代であ り、仕事に明け暮れる毎 日であっ たが 、
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私の人社 した昭和の終 りに比べ、 時代は変わっ た。 当時は 、��

日本経済も右肩上が りで、 電気が足 りない 、 発電所を建設 しな��

ければな らない時代であ り、仕事に明け暮れる毎 日であっ たが 、��

今では残念なが ら様相も大き く変わっ て しまっ た。��

こ の よ うな社会環境の変化の中で、 当社は全体 として 、 現在��

「お客さま満足 Ｎｏ． ｌ企業ｌを 目指 し、 その実現に向け中長期的��

つを 目標に ヽ　日々の業務に励んでい る とこ ろである。��

われわれ土木部門において は、 老朽化 ・ 高経年化が進んでい る土木設備の実態��

を今まで以 卜に的確に把握 し説明責任を全 うする とともに 、 潜在的な リス クの削��

減や第三者災害防止な ど安全に対する重点的な取組みや、 海外水力エネルキ
゛

ｈ事業に��

関する技術を高度展開 し、 トッフ
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ライン拡大に貢献する。 また 、 原子力発電所耐震設��

計審査指針の改訂な ど、 国の基準変更に対 し的確に対応する必要がある。 これ ら��

の取組みには、 人材の確保 と技術力の維持向上が基盤であ り、 担当業務に応 じた��

人材育成 ・ 教育を計画的に実施するこ とと してい る。��

い ささか堅苦 しい話 となっ て しまっ たが 、 具体的に言 うと２つの柱がある。　１��

つ 目は 、 「保仝」とい う観点か らの ものである。 我々は、 現在水力発電所を初め��

とした火力 ・原子力発電所、 変電所等数多くの設備を運用 ・保全 して い る。 日常の��

巡視、 点検、 調査等を通 じて既設の 土木設備の状態を確実に把握 した上で、 専門��

的立場から健全性、 法令適合性お よび効率性の評価や保全計画が立案できる仕組��

みと体制を確立 し、 適切な対策を実施 し、 第 一者や発電運用に影響を与える設備��

の重大障害、 設備の運用に起因する公衆災害を発生 させない こ とが もっ とも重要��

なこ とである。 十木で担当してい るタ
゛

ム操作について も、 公共の安全確保を第��

に、 法令 、 規則お よび社内標準類を遵守 し信頼度低下要因となるタ
゛

ム操作不具合��

を発生 させない こ とは言 うまで もない。 また 、 原子力十木設備を初め とする十木��

設備の耐震性能について も社会的説明責任が果たせる対応も実施する必要があ��

る。 これ らを地道に行っ てい くこ とで、 磐石な業務運営基盤を確立 してい る とこ��

ろである��０��

２つ 日は、 ｌ開発」の観点である。 昨今の高度成長の鈍化、 省エネの観点か ら、��

電気の消費量は、　
‐時期ほ どの右肩上が りの伸びにはなっ てお らず、 電力の不足��

が懸念された時代に盛んに行われた国内での新設発電所の建設ラッシュは残念なが��

ら見 られない。 しか しなが らもリフ
゜

レースや
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部の新設Ｔ事はコンスタントに行われてお り��

それ らを確実に推進 してい くとともに 、 市場拡人、 土木建設技術の継承 とい う観��

点から、 台湾、 ラオス、 イント
゛

ネシア等における海外エネルキ
゛

‐・事業について 、 積極的に推進��

している。��

以 ｈ、 我々が入社 した時代に比べい ささかイｌ：事の ｌｌ��ｌｌ身も変わっ て きているの も��

事実であるが 、 土木的に魅力がある仕 事ができるの もこれまた事実である。 懇談��

会では もう少 し詳細にお話できる と考えていますので、 私の話を聞いて下 さい。��
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